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下大和田・小山町谷津田だより －2024 年 ２月 No.264 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

第 288回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い  2024 年１月７日（日）晴れ時々曇り 報告：田中正彦 

年明け早々地震、津波、大火、飛行機事故など、悲しいニュースが続く

令和６年正月。気候的には、気温が高く過ごしやすい年明けになってい

ます。生物にとっては１年で一番過酷な季節でしょう。最近、下大和田

では冬鳥の数がとても少ないように感じます。開発の話も出ていますが、

今の環境が残せれば谷津田は生きものあふれるイーハトーブです。今回

はイノシシやイタチなどの足跡探しをしながら、鹿島川合流部をへて谷

津田ビジターセンターまで真冬の谷津を散策しました。 

イノシシが増えているのかいたるところで地面を掘り返した跡が見ら

れました。周辺にはたくさんの足跡も。野鳥は、ノスリが２羽出現する

など以下の 17 種を確認しました。また中野操車場南の空き地でイソヒヨ

ドリの雄１羽を確認しました。 

＜記録した野鳥＞キジバト、クサシギ、ノスリ（2羽）、カワセミ、カ

ケス、ハシブトガラス、シジュウカラ、ヒヨドリ、ウグイス、メジロ、

シロハラ、ジョウビタキ、ハクセキレイ、カワラヒワ、ホオジロ、カシ

ラダカ、アオジ 以上 17種。   参加者６名（大人５名、高校生１名） 

 

 

第 300回 下大和田ＹＰＰ「どんど焼きと昔遊び」 

 2024 年１月２０日（土）曇り     報告：平沼勝男 

今年最初のＹＰＰイベント『どんど焼きと昔遊び』は 300回目という

節目の大会になりました。これまで実に永く続けられたものです。この

日、空は朝から厚い雲に覆われていました。しかし最後まで雨が降らな

かったことは幸いでした。 

会場はいつもの YPP広場です。大勢の人が集まりました。我々のどん

ど焼きはマッチやライターは使わずに火起こし器を使って人力で火を起

こしてどんど焼きをします。 

火起こし器とは、木の軸についている円盤を回転させ、軸と下にひい

た板の接地面に火種をつくり、それを育てて火を起こします。摩擦熱な

のでなかなか至難の業で、毎年はらはらしますが、これまでも何とか点

火につなげてきました。毎年続けていると火起こし名人があらわれます。

この日は２年連続でその名人が火を起こしてくれました。 

どんど焼きとは１月１５日（小正月）に盛大に火を焚く、古くから農

村部に伝わる風習です。炎に無病息災、家内安全、五穀豊穣などの願い

を込めます。点火に成功した火は、やがて大きな炎となり歓声が上がり

ました。炎の中でパンパンと竹がはじける音が谷津田に響き渡ります。 

やがて子供たちが、マシュマロやソーセージを火であぶって食べ始め

ました。火を楽しんでいます。火起こし大会と同時進行で作られたお味

噌汁にも舌鼓を打ちました。また脱穀をしていなかった稲がありました

ので、千歯こきと唐箕を使った昔ながらの脱穀もしました。原始的な方

法ですが分かり易く、これも楽

しいものでした。集合写真の後、

最近借りた畑に行き、麦踏みを

しました。 

参加者２９名（大人２１名、

中学生１名、小学生６名、 

幼児１名） 
 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



                      

＜小山町での活動＞  

☆第 222回 小山町 ＹＰＰ「あぜの手入れ」 2024年 １月１４日 晴れ 報告：高山邦明 

 前夜の雪で谷津は一面雪景色。降り注ぐ陽ざしで解ける雪の雨だれの音を聞きながら、あぜの補修作業をし

ました。２月にはニホンアカガエルの産卵が始まるので、あぜに開いた大穴をふさいでしっかり水が貯まるよ

うにしました。そしてイノシシに掘り起こされて荒れたあぜも直しました。田んぼの泥を掘ると卵でお腹が膨

らんだアカガエルや大きなドジョウが出てきて、おっと、ごめんね、と埋め戻してあげました。 寒さで日陰

のあぜが凍っているので田植えに向けた本格的な整備は先になります。参加者４名（大人３名 高校生１名) 

 
【谷津田・季節のたより】 2024 年 １月 

＜下大和田町＞ 報告：田中正彦 

1/ 7 中野操車場前の空き地でイソヒヨドリ雄 1羽を確認（右写真） 

1/20 下大和田畑プロジェクトで麦ふみ実施。 

 

＜小 山 町＞ 報告（た：たんぽぽ、赤：赤シャツおやじ、高：高山） 
1/ 3   コジュケイのレギュラー家族、新年初遭遇(た) 
1/11  ハシブトガラス 3 羽がノスリを威嚇、モズがキセキレイに襲いかかるが失敗（高） 
1/14  ジョウビタキ雄が枝から田の様子をうかがう。ルリビタキ 2 羽は畔のブッシュで追いかけっこ(赤) 
1/20  30 羽近いキジバトの群れが田んぼで摂餌（最近大きな群れをよく見かける）、久しぶりにツグミと 

クサシギの姿を見る (高) 

1/27  シジュウカラ番が楽しそうに飛び回る(た) 
 

 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 

＜下大和田谷津田＞      

・森と水辺の手入れ 

日 時：2024 年 ２月１８日（日） ９時 45分～１２時 雨天中止 

内 容：雑木林を維持するために、アカメガシワやイヌザンショウなどの低木の処理を行います。 
持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  参加費：無料 

 
・第 290回 観察会とゴミ拾い  
日 時：2024年 ３月 ３日（日） ９時 45分～１２時 雨天決行 
内 容：ニホンアカガエルの卵塊調査を中心に 、春を迎える谷津を巡ります。シダ植物の研究者が参加予定

で、シダに関する興味深い話もうかがえると思います。 
持ち物：筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴（通常の）、帽子、ゴミ袋、弁当、敷物 
参加費：100 円 
 

・第 301回 下大和田ＹＰＰ「野草を食べる会」  
日 時：2024年 ３月２３日（土） ９時 45分～１２時 雨天中止   

場 所：下大和田 わいわい広場 

内 容：下大和田に生育する「食べられる野草」を採取、てんぷらやお浸しなどにして春の恵を味わいます。 
持ち物：動きやすい服装、長靴、お弁当、お椀、飲み物、敷物 
 参加費：３００円（小学生以上） 
 

＜小山町谷津田＞ 

▼第 223回 小山町ＹＰＰ「あぜの手入れ」 
来期に向けた田んぼの整備を行います。 

日 時 : 2024年 ２月１８日(日)  １０時００分～ ☆小雨決行 

場 所 : 小山町谷津田 

上記に限らず、参加ご希望の方は、赤シャツ親父 (e-mail; tomizo_i@nifty.com)までご連絡下さい 
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